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2026年3月期 第3四半期
（2025年4月1⽇〜2025年12月31⽇）

決算説明資料

2026年2月6⽇
I D E C 株式会社
証券コード︓6652

IDEC株式会社 2026年3月期 第3四半期決算説明会を始
めさせていただきます。
私は、本⽇司会を務めさせていただきます、コーポレートコミュ
ニケーション室の元⼭理映⼦と申します。

本⽇の出席者をご紹介させていただきます。
取締役 常務執⾏役員 舩木崇雄です。
グローバルファイナンス本部 本部⻑ 小川泰幸です。
宜しくお願いいたします。

本⽇は、第3四半期の決算概要についてご説明させていただ
き、その後質疑応答を⾏わせていただきます。
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第3四半期累計 連結決算のポイント

売 上

■売上高 530億円 （前年同期⽐ + 7.2％）
– ⽇本は、流通在庫の解消と共に、主要産業の需要が徐々に回復していることから、

グループ会社の事業譲渡の影響がある中でも、売上は増加
– 中国は、流通在庫が正常化しつつあり、⾃動⾞や半導体業界の需要も拡⼤している

ことなどから、引き続き好調に推移
– 米国では、追加関税分の販売価格への転嫁による影響もあり、売上が拡⼤

利 益

■営業利益 44億円 （前年同期⽐ + 90.4％）
■経常利益 49億円 （前年同期⽐ +107.6％）
■四半期純利益※ 29億円 （前年同期⽐ + 78.6％）

※親会社株主に帰属する四半期純利益

– 増収の影響により、利益は⼤幅に改善

それでは、決算概要についてご説明させていただきます。

第3四半期累計期間の業績についてですが、⽇本は流通在
庫の消化が進んでいることに加え、主要産業の需要が徐々に
回復しております。
そのため、2025年3月に事業譲渡した、太陽光発電関連の
グループ会社の売上が今期からなくなった中でも、売上は増加
いたしました。

中国は、流通在庫が正常化しつつあり、⾃動⾞や半導体業
界の需要も拡⼤していることなどから、引き続き好調に推移し
ております。

また米国では、追加関税分の販売価格への転嫁を⾏った影
響などもあり、売上が拡⼤いたしました。

2



これらの結果、第3四半期累計期間の連結売上高は、前年
同期⽐7.2％増の530億円となりました。

利益については、増収の影響により、営業利益は前年同期
⽐90.4％増の44億円となるなど、⼤幅な増収増益を達成い
たしました。
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△3.93円148.71円152.64円米ドル平均レート (円)

+6.95円171.83円164.88円ユーロ平均レート (円)

△0.39円20.77円21.16円⼈⺠元平均レート（円）

2026年3月期 3Q累計2025年3月期 3Q累計（単位︓百万円）
※百万円未満切り捨て 前年同期⽐対売上⽐実績対売上⽐実績

+   7.2%100.0%53,017100.0%49,470売上高

+ 10.3%44.5%23,60543.3%21,396売上総利益

+   0.7%36.3%19,22538.6%19,095販売費及び⼀般管理費

+ 90.4%8.3%4,3804.7%2,301営業利益

+107.6%9.3%4,9134.8%2,367経常利益

+ 78.6%5.4%2,8863.3%1,616親会社株主に帰属する
四半期純利益

+42.94円ー97.78円ー54.84円1株当たり四半期純利益
（潜在株式調整前）

連結業績概要＜連結損益計算書＞－1

業績概要はご覧の通りですが、売上高の伸⻑に伴い粗利率
は44.5％となりました。

また販売管理費については、前期より実施してきた構造改⾰
効果などにより労務費が低減したことから、販管費率は
36.3％となりました。

営業利益率は8.3％、経常利益率は為替差益の計上などに
より9.3％となるなど、順調に利益⽔準は回復しております。
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連結営業損益変動要因

米国の追加関税分を販売価格に転嫁したことなども寄与し、売上が増加したことに加え、利益率の高い地域や
製品の売上が堅調に推移したことなどから、営業利益は前年同期⽐で約20.8億円増加

2,301

4,380

2025年3月期

3Q累計

2026年3月期

3Q累計

売上増加

+1,540
+260

販管費増 為替影響

△60+370
原価率良化

（単位︓百万円） ※百万円未満切捨て

△30

価格改定

※為替影響は売上高、販管費から控除しています。

続いて、営業利益の変動要因についてご説明いたします。

売上が堅調に推移したことに加え、米国の追加関税分を販
売価格に転嫁したことなどから、売上増加の影響が約15.4億
円となりました。
また、グローバルでの価格改定効果として約3.7億円、利益率
の高い地域や製品の売上が堅調に推移したことから、原価率
良化として約2.6億円のプラス影響がありました。

販売管理費については、前期に実施した⽇本のセカンドキャリ
ア⽀援制度による労務費の減少や、2025年3月に事業譲渡
した太陽光発電事業のコスト削減効果があった⼀方で、為替
の影響や、2025年4月に米国拠点を統合したことなどにより、
海外では⼀部コストが増加いたしました。
これらの結果、営業利益は前年同期⽐で約20.8億円増加
いたしました。
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2026年3月期2025年3月期
（単位︓百万円）
※百万円未満切り捨て 3Q (10-12月)2Q (7-9月)1Q (4-6月)4Q (1-3月)3Q (10-12月)

前年
同期⽐売上⽐実績売上⽐実績売上⽐実績売上⽐実績売上⽐実績

+15.4%100.0%18,906100.0%18,374100.0%15,736100.0%17,909100.0%16,381売上高

+19.5%44.3%8,37746.7%8,58442.2%6,64344.9%8,04042.8%7,008売上総利益

+  5.6%35.0%6,60834.3%6,29840.2%6,31837.3%6,68838.2%6,258販売費及び
⼀般管理費

+135.7%9.4%1,76912.4%2,2862.1%3247.5%1,3514.6%750営業利益

+121.7%10.6%2,00312.4%2,2824.0%6276.2%1,1105.5%903経常利益

+238.1%6.0%1,1307.0%1,2903.0%4650.9%1622.0%334親会社株主に帰属する
四半期純利益

38.30円 ー +26.96円ー43.71円ー15.77円5.52円 －11.34円 －1株当たり四半期純利益
（潜在株式調整前）

連結業績概要＜連結損益計算書＞－2

 収益性の高い⽇本・米州などの地域や、HMI・安全関連機器の売上が伸⻑したことなどから、前年同期⽐で売上、
利益ともに⼤きく改善

四半期別の状況については、各地域で売上が好調に推移し
ており、収益性の高い⽇本・米州の地域や、HMI・安全関連
機器などの売上が伸⻑したため、前年同期⽐で増収増益と
なりました。

なお第2四半期は、米国に新設したロジスティクスセンターの⽴
ち上げ遅れをキャッチアップしたことによる売上の増加と、コスト
の低減を⾏ったことから、利益率が当初想定よりも⼤きく上振
れましたが、第3四半期は通常のオペレーションに戻っており、
安定的に利益は回復しております。
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仕向地別売上状況

前年
同期⽐

2026年3月期
3Q累計

2025年3月期
3Q累計

（単位︓百万円）
※百万円未満切捨て

（構成⽐）

+  2.7%17,940
(33.8%)

17,469
(35.3%)日本

+  9.6%35,076
(66.2%)

32,000
(64.7%)海外

+10.6%11,706
(22.1%)

10,588
(21.4%)米州

+  2.0%11,053
(20.9%)

10,832
(21.9%)

EMEA
(欧州、中東、アフリカ)

+16.4%12,316
(23.2%)

10,579
(21.4%)

アジア・
パシフィック

+  7.2%53,017
(100.0%)

49,470
(100.0%)合計

⽇ 本 前年同期⽐ +  2.7%

海 外 前年同期⽐ +  9.6%

 流通在庫の消化とともに、主要産業の需要が徐々
に回復し、グループ会社の事業譲渡の影響がある中
でも売上は増加

 米州では、米国の追加関税分の販売価格への転嫁
による影響に加え、第3四半期にかけて受注残の解
消も進んだことから、売上が増加

 EMEAは、景気低迷や地政学リスクの影響などにより
主要産業の需要が落ち込んだものの、円安の影響に
より、売上は微増

 アジア・パシフィックは、中国での⾃動⾞・半導体業界
などの需要拡⼤や、流通在庫の正常化により、売上
が増加

仕向地別売上高については、⽇本では流通在庫の消化とと
もに、主要産業の需要が徐々に回復していることから、グルー
プ会社の事業譲渡の影響がある中でも売上は増加しておりま
す。

米州は、新設したロジスティクスセンターの⽴ち上げ遅れにより
第1四半期に売上が減少いたしましたが、第2四半期に挽回
しており、追加関税分の販売価格への転嫁による影響や、第
3半期にかけて受注残の解消が進んだことから、売上は増加
いたしました。

EMEAについては、景気低迷や地政学リスクの影響などにより
主要産業の需要が落ち込んだものの、円安の影響により、売
上は微増となりました。

アジア・パシフィックは、中国での⾃動⾞、半導体業界などの
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需要拡⼤や、流通在庫の正常化により、売上が増加いたし
ました。
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仕向地別売上状況 （四半期推移）
（単位︓百万円） ※百万円未満切捨て

5,065 6,189
4,829 4,125 4,015 4,492 3,641 3,907 3,474 3,806 3,297 3,604 3,835 4,365 4,115

3,314
3,615

3,183
3,353 3,776 3,913

3,757 4,142 3,977 3,591
3,264 3,679 3,400

3,726 3,926

3,457

4,273

4,283
3,657 3,707 3,624

3,159
3,667

3,572 3,528
3,488

3,800 3,055

4,256 4,394

8,319

8,944

8,630
8,625

6,681
7,591

5,981

6,653

4,937 6,201
6,331

6,824

5,444

6,026 6,469

58.7%
61.2%

58.8%
56.4%

63.2%
61.3%

63.8% 63.8%
69.1%

63.8%
61.4% 61.9%

65.4%
67.2%

65.8%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q
2026年3月期2023年3月期 2025年3月期2024年3月期

四半期別推移でも、各地域の売上は回復傾向となっておりま
す。
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製品別売上状況

前年
同期⽐

2026年3月期
3Q累計

2025年3月期
3Q累計

（単位︓百万円）
※百万円未満切捨て

（構成⽐）

+  3.2%24,675
(46.5%)

23,902
(48.3%)HMI事業

+14.5%9,456
(17.8%)

8,258
(16.7%)ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾂ事業

△ 9.2%5,708
(10.8%)

6,288
(12.7%)ｵｰﾄﾒｰｼｮﾝ＆ｾﾝｼﾝｸﾞ事業

+17.2%9,324
(17.6%)

7,959
(16.1%)安全・防爆事業

+58.8%3,851
(7.3%)

2,425
(4.9%)システム

ーー635
(1.3%)その他※

+  7.2%53,017
(100.0%)

49,470
(100.0%)合 計

HMI事業
欧州における景気低迷や特殊⾞両業界の需要減少などの影響はある
ものの、流通在庫の正常化に加え、ファクトリーオートメーション向け産業
用スイッチの売上が堅調に推移

インダストリアルコンポーネンツ事業
主⼒のアジア・パシフィックや北米市場において、制御用リレーなどの売
上が増加

オートメーション＆センシング事業
主⼒製品であるプログラマブルコントローラは、北米で堅調に伸⻑し、
OEM先の受注も改善傾向にある⼀方、⽇本のバーコードリーダの売上
減少などが影響し、全体として売上は減少

安全・防爆事業

システム
⽇本、アジア・パシフィックで、半導体製造設備・物流関連設備などの
制御盤の売上が増加

主⼒市場の⽇本やアジア・パシフィック、特に中国における安全関連機
器の売上が堅調に推移

※IDECシステムズ＆コントロールズ株式会社（太陽光発電事業）の売却等により、2026年3月期から「その他」は廃止

続いて、製品別売上高についてご説明いたします。

HMI事業は、欧州の景気低迷や特殊⾞両業界の需要減少
の影響などにより、APEMブランド製品の売上はまだ⼗分回復
していないものの、IDECブランド製品はファクトリーオートメー
ション向け産業用スイッチの売上が好調に推移し、全体として
売上は増加いたしました。

インダストリアルコンポーネンツ事業は、主⼒のアジア・パシフィッ
クや北米市場において制御用リレーなどの売上が増加いたしま
した。

オートメーション＆センシング事業については、主⼒製品である
プログラマブルコントローラが北米で堅調に伸⻑し、OEM先の
受注も改善傾向にある⼀方、⽇本のバーコードリーダの売上
減少が影響し、全体としては売上が減少いたしました。
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安全・防爆事業については、主⼒市場の⽇本に加え、中国
における安全関連機器の売上が堅調に推移したことから、売
上が堅調に推移いたしました。
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製品別売上状況 （四半期推移）
（単位︓百万円） ※百万円未満切捨て

323 365 268 217 280 313 449 570 142 165 326 378
950 1,213 1,413 1,271 911 1,058 1,023 976

714 820 891 1,054 1,029 1,232 1,589

3,841
4,326 4,321 3,792

3,104 3,156 2,475 2,911
2,350 2,855 2,753 3,085

2,742
3,305 3,276

2,158

3,097 2,320
2,749

2,341
3,036

2,271
2,256

2,071
2,102 2,114

2,416

1,504
1,937

2,266

4,002

4,519
3,684

3,270

2,948
3,216

2,475
2,987

2,533
2,953 2,771

3,035

2,905

3,376
3,175

8,880

9,500

8,919
8,459

8,594

8,839

7,844

8,669

8,149
8,229 7,524

7,940

7,554

8,522
8,597

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

HMI

ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾂ
ｵｰﾄﾒｰｼｮﾝ&ｾﾝｼﾝｸﾞ

安全・防爆
システム
その他

2023年3月期 2024年3月期 2025年3月期 2026年3月期

四半期別推移でも、各事業の売上は好調に推移しており、
第2四半期⽐では、オートメーション＆センシング事業やシステ
ム事業が伸⻑いたしました。

オートメーション＆センシング事業については、四半期ごとに
徐々に売上が回復しております。
第2四半期⽐で、バーコードリーダなどのセンシング機器の売上
が⽇本で伸びたことに加え、⽇本・欧州においてモビリティ事業
や、OEM先向けのプログラマブルコントローラの売上が増加い
たしました。

9



Copyright IDEC Corporation. All rights reserved. 10

受注状況

2026年3月期 3Q累計2025年3月期 3Q累計単位︓百万円
※百万円未満切捨て

前年同期⽐受注残高前年同期⽐受注高受注残高受注高

△17.6%5,627△ 0.3％20,0386,83120,100
(19,316)

⽇本
(太陽光発電事業を除く)

+17.1%2,873+18.1%11,8132,45310,001米州

+  3.2%7,738+  7.4%11,4317,50010,649EMEA
(欧州、中東、アフリカ)

△ 2.8%2,665+  7.3%8,8802,7428,275アジア・
パシフィック

△ 3.2%18,906+  6.4%52,16419,52849,027合計

売上高と同様に、受注高も各地域で回復傾向となっておりま
す。

⽇本については、前期まで太陽光発電事業に関する実績が、
受注と受注残に入っておりましたが、事業譲渡に伴い今期か
らは当該事業が入っておりません。
その影響を除いた数値で⽐較すると、流通在庫の正常化に
伴い受注高は増加しております。
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受注状況 （四半期推移）

 ⽇本は、 2Q⽐ではグループ会社で若⼲の受注減があったものの、流通在庫の正常化もあり回復傾向は継続
 米州は、APEMブランドの顧客である建設機械やマテハン業界向け需要はまだ回復していないものの、IDECブランドの

主要顧客であるファクトリーオートメーション業界向けは堅調に推移
 EMEAは為替の影響もあり改善傾向となっており、アジア・パシフィックは、主に中国の受注が堅調に推移

2026年3期2025年3期
単位︓百万円

※百万円未満切捨て 3Q（10月〜12月）2Q（7月〜9月）1Q（4月〜6月）4Q（1月〜3月）3Q（10月〜12月）
受注
残高受注高受注

残高受注高受注
残高受注高受注

残高受注高受注
残高受注高

5,6276,6216,1686,8755,9856,5415,2717,535
(6,320)6,8316,996

(6,685)
⽇本

(太陽光発電事業を除く)

2,8734,3022,9293,9533,1913,5572,6113,9082,4533,229米州

7,7384,6757,0723,7677,0862,9897,5223,7767,5003,450EMEA
(欧州、中東、アフリカ)

2,6653,4512,5913,0073,2692,4214,3534,5732,7422,908アジア・
パシフィック

18,90619,05018,76217,60419,53215,51019,75819,79419,52816,584合計

四半期別の状況については、⽇本はグループ会社での受注
減少の影響を受けたことから、第2四半期⽐で若⼲の減少と
なりましたが、本業であるファクトリーオートメーション業界向け
の需要については、引き続き堅調に推移しております。

米州については、建設機械やマテハン業界向けの需要減少に
より、APEMブランド製品の受注が弱い状況がまだ続いており
ますが、IDECブランドの主要顧客であるファクトリーオートメー
ション業界向けの受注は堅調に推移しております。

EMEAは、為替の影響などもあり改善傾向となっており、アジ
ア・パシフィックは、引き続き中国での受注が堅調に推移してお
ります。

11
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連結業績概要 ＜連結貸借対照表＞

前会計年度末⽐
増減

2026年3月期
（12月末）

2025年3月期
（前会計年度）

△ 54450,93551,480流動資産
+3,81259,54855,736固定資産
△1,12626,53527,662流動負債
△ 5615,68815,744固定負債
+4,45168,26163,810純資産
+3,267110,484107,216総資産
+2.3%61.2%58.9%⾃⼰資本⽐率

（単位︓百万円）
※百万円未満切捨て

 現⾦及び預⾦が減少したものの、固定
資産や棚卸資産が増加したことなどに
より、総資産は前期末⽐約32.7億円
増加

資産のポイント
 未払⾦や借入⾦、未払費用が

減少したことなどにより、負債は前期
末⽐約11.8億円減少

負債のポイント
 利益剰余⾦が減少したものの、

為替換算調整勘定が増加した
ことなどにより、純資産は前期末
⽐約44.5億円増加

純資産のポイント

続いて、貸借対照表についてご説明いたします。

資産については、現預⾦が減少した⼀方、固定資産や棚卸
資産が増加したことなどから、総資産は前期末⽐で約32.7億
円増加いたしました。
なお棚卸資産が増加傾向となっておりますが、現在グローバル
ベースで需給調整を進めており、期末に向けて徐々に減少さ
せていく予定です。

負債については、未払⾦や借入⾦、未払費用が減少したこと
などにより、約11.8億円減少いたしました。

⾃⼰資本⽐率は前期末⽐で2.3％上がり、61.2％となりまし
た。

12
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連結業績概要 ＜連結CF計算書＞

前期⽐増減2026年3月期 3Q累計2025年3月期 3Q累計
△5,8093,8569,665営業活動によるキャッシュ・フロー
+2,938△3,462△6,400投資活動によるキャッシュ・フロー
△2,8713943,265フリー・キャッシュ・フロー（FCF)
△2,100△4,750△2,650財務活動によるキャッシュ・フロー
△ 96115,06916,031現⾦及び現⾦同等物の期末残高

△5,7963,9239,719設備投資額
△ 802,9793,059減価償却費

（単位︓百万円）※百万円未満切捨て

 棚卸資産が増加し、法⼈税等を納付した
⼀方、税⾦等調整前四半期純利益や
減価償却費の計上により、約38.5億円

 固定資産の取得などにより
約△34.6億円

 借入⾦の返済や配当⾦などの
⽀出により約△47.5億円

営業活動によるCF 投資活動によるCF 財務活動によるCF

営業活動によるキャッシュ・フローについては、棚卸資産の増加
や法⼈税等を納付した⼀方、税⾦等調整前四半期純利益
や減価償却費の計上により、約38.5億円となりました。

また、投資活動によるキャッシュ・フローは、固定資産の取得な
どにより約△34.6億円となりました。

設備投資額については、米州事業強化に向けた新社屋設置
のため、前期の第3四半期に米国で土地と建物を新たに取得
したため、前年同期⽐で約58億円の減少となる、39億円とな
りました。

13
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2026年3月期
連結業績予想

最後に通期業績予想についてですが、

14
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△7.62円145円152.62円米ドル平均レート (円)

△3.87円160円163.87円ユーロ平均レート (円)

△0.61円20.50円21.11円⼈⺠元平均レート (円)

2026年3月期2025年3月期（単位︓百万円）
※百万円未満切り捨て 前期⽐対売上⽐予想対売上⽐実績

+  2.0％100.0%68,700100.0%67,380売上高
+  3.5%44.3%30,46043.7%29,437売上総利益
△ 0.3%37.4%25,71038.3%25,784販売費及び⼀般管理費
+30.0%6.9%4,7505.4%3,652営業利益
+44.4%7.3%5,0205.2%3,477経常利益

+93.9%5.0%3,4502.6%1,778親会社株主に帰属する
当期純利益

+56.70円ー117.06円－60.36円1株当たり当期純利益
（潜在株式調整前）

2026年3月期 通期業績予想 ※修正なし

 第3四半期までの実績は計画を上回る⽔準で推移しており、第4四半期についても⼤きなリスク要因はなく、
堅調に推移する⾒込

５月に発表した予想を変更しておりませんが、第3四半期まで
の実績は計画を上回る⽔準で推移しております。
第4四半期についても、現時点で⼤きなリスク要因はなく、堅
調に推移すると⾒込んでおります。

15
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2026年3月期2025年3月期（単位︓百万円）
※百万円未満切捨て 前期⽐予想実績

+  3.6%33,00031,842HMI事業

+  1.8%11,50011,294インダストリアルコンポーネンツ事業

△ 2.4%8,5008,705オートメーション＆センシング事業

+  4.1%11,50011,045安全・防爆事業

+20.7%4,2003,479システム

ーー1,013その他※

+  2.0%68,70067,380合 計

+  2.1%24,80024,294国内売上高

+  1.9%43,90043,085海外売上高

(63.9％)(63.9%)（海外⽐率）

※IDECシステムズ＆コントロールズ株式会社（太陽光発電事業）の売却等により、2026年3月期から「その他」は廃止

2026年3月期 通期業績予想 ※修正なし

製品別、地域別の予想につきましても変更なしとしております。

16
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業界動向

APAC中国欧州米国日本2027年3月期の⾒通し（2026年3月期比）業界

〇〇ー〇〇欧州を除き、各地域で引き続き⼀定程度の成⻑が⾒込まれています。工作機械

〇〇〇半導体市場はグローバルで⼒強い成⻑が⾒込まれていることから、半導体製造
装置も成⻑が期待されています。半導体

〇ー〇〇米国や中国を中⼼に、グローバルで成⻑が⾒込まれています。ロボット

〇ーーーー米国の関税政策や欧州市場の影響などもあり、成⻑は限定的と⾒込んでいます。⾃動⾞

ーーーー建設機械、マテハン向け装置、防衛関連などは、今後徐々に回復が⾒込まれて
います。特殊⾞両

〇〇〇〇グローバルで⼒強い成⻑が続く⾒込みです。AGV・AMR

ー︓横ばい 〇︓拡⼤

2027年3月期の主要業界の⾒通しについては、米国の関税
政策や欧州市場の影響などが不透明な⾃動⾞と特殊⾞両
業界を除いて、工作機械や半導体、ロボット、AGV・AMR業
界は、⽇本、米国、中国を中⼼にグローバルで成⻑が続くと
⾒込んでおります。

以上が、決算概要に関するご説明となります。
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IDECホームページのご紹介
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ホームページを全面リニューアル

 コーポレートサイトと製品サイトを分離し、より使いやすいサイトに刷新
 目的の情報に直感的にたどりつけるよう情報を整理し、各コンテンツへの動線を

分かりやすく改善することで、ユーザビリティーを向上
 サイトデザインを刷新し、より洗練されたビジュアル構成にアップデート

製品サイト︓https://www.idec.com/ja-jpコーポレートサイト︓https://www.idec.com/ja
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2026年3月期通期 為替レートと為替感応度

1円変動による影響額
※⼈⺠元は0.1円変動の影響額為替前提通貨

営業利益売上高

約10百万円約100百万円145円米ドル

約10百万円約110百万円160円ユーロ

約5百万円約40百万円20.50円⼈⺠元
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業界の動向 (⽇本電気制御技術工業会(NECA)出荷データ推移)

23年4月〜25年12月の業界出荷額推移と対前年⽐の状況
（単位︓百万円）
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製品別売上区分

・制御用操作スイッチ
・ジョイスティック
・表示灯
・プログラマブル表示器

HMI
インダストリアル
コンポーネンツ

オートメーション＆
センシング 安全・防爆 システム

・スイッチング電源
・端⼦台
・制御用リレー/ソケット
・サーキットプロテクタ
・産業用LED照明

・プログラマブルコントローラ
・センサ
・⾃動認識機器

・安全関連機器
・防爆関連機器

・協働ロボットシステム
・表示器複合システム
・セキュリティシステム
・その他各種システム

APEM製品
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この資料には⼀部当社の計画や業績予想が含まれていますが、それらの計画や予想数値は、現時点で入手可能な
情報に基づき当社が計画、予想したものです。
従って、実際の業績などは、今後さまざまな要因によって計画、予想数値と異なる結果となる可能性があります。

IDEC株式会社
経営戦略企画本部
TEL ︓06-6398-2505

FAX ︓06-6398-2587
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